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在宅療養中の非経口摂取者における口腔ケアの緊急
性の高い対象は誰か : Pseudomonas aeruginosa検
出者の特性より パイロットスタディ












































齢者の肺炎は，Staphylococcus aureusや Pseudomonas aeruginosa等の常在菌が起炎菌となっ
ており５）６），特に歯垢が病原体の貯蔵庫となっていることが明らかになっている７）～９）。
　著者らは，在宅で療養中の高齢者の口腔内の衛生状態を把握するため，訪問看護ステーション



































































































































































































































検出者数（検出率） 14名（100％） ＞ ０名（０％） p=.000***




検出者数（検出率） 12名（85.7％） ６名（100％） p=1.00




検出者数（検出率） 11名（79％） ２名（33.3％） p=.122













平均年齢（範囲） 80.3歳（52～101歳） 82.8歳（74～93歳） p=.772
SD±3.1歳 SD±3.6歳




肺炎の既往 ０回 ３名（21.4％） １名（16.7％） p=.259
１回 １名（7.1％） ３名（50％）
２回以上 10名（71.4％） ２名（33.3％）
脳血管障害の既往 既往なし １名（7.1％） ３名（50％） p=.061†
既往有り 13名（92.9％） ＞ ３名（50％）















平均値（± SD） 2.2㎜（±3.05） 2.8㎜（±1.04㎜）




























３回／日 ３名（21.4％） ０名（０％） p=.095†
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